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『
宝
物
集
』
注
釈
の
た
め
の
試
解
（
二
）

神
功
皇
后
説
話
・
長
徳
元
年
記
事
の
考
証

山
　
下
　
哲
　
郎

『宝物集』注釈のための試解（り

前
稿
補
訂

藍
第
一
．
＋
．
写
に
お
い
て
、
『
宝
物
集
』
の
二
万
郷
説
話
の
考
証
を
お
・

な
っ
た
。
そ
れ
に
関
連
し
て
示
し
た
求
不
得
苦
の
条
の
「
顔
渕
ひ
さ
ご
つ
ぶ
り

を
か
け
、
原
憲
あ
か
ざ
を
く
ろ
ふ
」
（
九
冊
本
（
古
典
文
庫
第
二
五
入
冊
）
、
一

七
七
頁
）
の
句
に
つ
き
、
『
直
幹
申
文
』
の
「
瓢
箪
屡
空
、
草
滋
二
顔
淵
之
巷
一
、

黎
蓼
深
鎖
、
雨
湿
二
原
憲
之
枢
一
老
也
。
」
（
『
本
朝
文
粋
』
巻
六
。
こ
の
句
は
『
和

漢
朗
詠
集
』
巻
下
、
草
に
も
引
く
。
）
の
一
句
を
基
に
し
て
い
る
と
し
た
（
本
誌

第
．
…
十
号
、
十
八
頁
上
段
）
が
、
そ
の
際
、
『
本
朝
文
粋
』
と
『
宝
物
集
』
の
関

係
に
留
意
す
べ
き
で
は
な
い
か
と
述
べ
た
。
『
宝
物
集
』
の
こ
の
句
に
つ
い
て
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
注
2

黒
田
彰
氏
は
、
朗
詠
注
と
の
関
連
を
考
慮
す
べ
き
だ
と
述
べ
て
お
ら
れ
る
。
黒

田
氏
は
龍
谷
大
学
図
書
館
蔵
永
済
注
の
「
原
憲
ト
云
シ
人
ハ
、
ア
マ
リ
ニ
貧
ニ

シ
テ
、
夏
ノ
比
ハ
、
黎
蓼
円
ト
云
フ
草
ノ
ミ
ヲ
取
テ
、
食
シ
ケ
リ
。
黎
蓼
臨
ト
ハ
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
注
3
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
注
4

ア
カ
サ
ト
云
フ
草
也
」
の
一
節
を
引
用
さ
れ
て
い
る
。
寛
文
十
一
年
刊
永
済
注

　
　
　
　
　
　
　
ヘ
ウ
ノ
イ
ン
　
　
タ
ン
　

ン
イ
　
　
　
　
　
　
　

ロ
ウ
コ
ウ

に
は
、
二
顔
淵
ハ
「
瓢
　
飲
一
箪
ノ
食
テ
ス
キ
ズ
〆
随
巷
ト
テ
イ
ヤ
シ
キ
チ
マ

　
　
　
　
　
　
　
タ
ノ
ン
ヒ

タ
ニ
ア
レ
ト
モ
其
楽
ヲ
不
レ
改
ト
イ
ヘ
リ
（
中
略
）
黎
蓼
ト
ハ
ア
カ
ザ
ト
云

　
　
　
　
　
サ
へ

草
也
。
原
憲
モ
ォ
賢
ク
身
貧
シ
カ
リ
シ
人
也
」
と
み
え
る
。
龍
谷
大
学
本
以
外
の

永
済
注
系
朗
詠
注
諸
本
に
は
原
憲
が
「
黎
蓼
（
ア
カ
ザ
）
」
を
食
し
た
と
い
う
記

事
は
載
ら
な
い
よ
う
で
あ
る
が
、
私
の
提
示
し
た
『
本
朝
文
粋
』
と
『
宝
物

集
』
と
の
関
連
は
考
え
直
さ
ね
ば
な
ら
な
い
。

　
た
だ
、
こ
の
一
節
は
さ
ら
に
複
雑
な
問
題
が
あ
る
。
『
宝
物
集
』
の
「
顔
渕
ひ

さ
ご
つ
ぶ
り
を
か
け
」
云
々
の
直
前
に
、
「
後
漢
書
に
は
、
孫
農
ま
つ
し
く
し

て
、
冬
の
日
わ
ら
を
し
く
、
な
ど
申
し
て
侍
る
め
る
」
（
九
冊
本
、
一
七
七
頁
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
注
5

の
句
が
あ
る
が
、
『
後
漢
書
』
に
孫
農
の
こ
と
は
載
ら
な
い
。
む
し
ろ
『
蒙
求
』

に
「
孫
農
藁
席
・
原
憲
桑
椹
」
「
顔
回
箪
瓢
・
仲
蔚
蓬
嵩
」
の
題
句
が
あ
り
、
孫

農
・
原
憲
・
顔
回
の
名
を
列
挙
し
た
こ
の
『
宝
物
集
』
の
一
節
は
、
お
そ
ら
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
注
6

『
蒙
求
』
あ
る
い
は
そ
の
注
と
も
無
縁
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
『
後
漢

書
』
の
出
典
注
記
の
不
確
か
さ
も
問
題
と
な
る
。
し
か
し
、
『
和
漢
朗
詠
集
私

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
注
7

注
』
に
、
「
蒙
求
注
日
」
と
し
て
、
『
蒙
求
』
の
注
を
引
く
の
で
、
朗
詠
注
の
伝

播
に
お
け
る
錯
誤
と
み
な
す
こ
と
は
で
き
る
。
と
も
あ
れ
、
『
宝
物
集
』
の
こ
の

一
節
は
朗
詠
注
を
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
箇
所
で
あ
っ
た
。
　
、

注

注
1
　
拙
稿
「
『
宝
物
集
』
注
釈
の
た
め
の
試
解
（
一
）
1
二
万
郷
説
の
考
証
ー
」

　
大
学
日
本
文
学
L
第
2
0
号
、
平
成
4
年
8
月
）

注
2
　
黒
田
氏
「
注
釈
】
（
『
説
話
の
講
座
』
3
、
『
説
話
の
場
－
唱
導
・
注
釈
1
』 （「

ｾ
治

勉
誠
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社
、
平
成
5
年
）

注
3
　
注
2
前
掲
論
文
。
龍
谷
大
学
本
永
済
注
（
室
町
後
期
写
）
の
引
用
は
、
伊
藤
正
義
・

　
　
黒
田
彰
氏
編
『
和
漢
朗
詠
集
古
注
釈
集
成
』
第
三
巻
（
大
学
堂
書
店
、
平
成
元
年
）
に

　
　
よ
っ
た
。

注
4
　
引
用
は
『
北
村
季
吟
古
註
繹
集
成
』
2
3
、
『
和
漢
朗
詠
集
註
』
上
（
新
典
社
、
昭
和

　
　
5
3
年
）
に
よ
っ
た
。

漉
5
　
早
川
光
三
郎
氏
の
御
指
摘
（
新
釈
漢
文
大
系
5
9
『
蒙
求
』
下
（
明
治
書
院
　
昭
和
4
8

　
　
年
）
余
説
）
が
あ
る
。
後
述
の
よ
う
に
、
『
宝
物
集
』
の
出
典
注
記
に
は
問
題
が
多

　
　
い
。

注
6
　
『
蒙
求
』
古
注
に
依
っ
た
と
い
わ
れ
る
『
蒙
求
和
歌
』
第
十
に
「
孫
農
家
マ
ツ
シ
ク

　
　
テ
冬
ノ
月
ニ
フ
ス
マ
ナ
カ
リ
ケ
リ
。
蕎
一
束
ア
リ
ケ
ル
ヲ
。
ク
ル
レ
ハ
フ
シ
。
ア
ク

　
　
レ
バ
カ
ク
シ
オ
キ
ケ
リ
。
」
（
続
群
書
類
従
第
十
五
輯
上
）
と
あ
る
が
、
『
宝
物
集
』
に

　
　
近
い
（
『
徒
然
草
』
十
八
段
に
も
こ
の
よ
う
な
｝
節
が
あ
る
。
）
。
こ
の
よ
う
な
和
文
化

　
　
さ
れ
た
「
注
」
に
は
留
意
す
る
必
要
が
あ
る
。

　
　
　
　
モ
ウ
ギ
ウ

注
7
　
「
○
蒙
求
注
日
顔
渕
名
ハ
回
賢
人
也
孔
子
ノ
弟
－
子
家
－
貧
テ
不
－
遇
二
一
－
箪
．
食
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ク
ワ
ン
　
　
ト
ノ
　
　
シ
ッ
　
　
　
　
　
　
　
マ
ッ
タ

　
　
ー
瓢
，
飲
一
（
中
略
）
荘
子
日
原
憲
居
一
一
干
魯
国
一
環
－
堵
之
室
蓬
－
戸
不
レ
完
桑
，

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ケ
ン
　
カ

　
　
以
為
ノ
福
上
－
漏
下
－
湿
テ
坐
〆
而
絃
寄
ス
」
（
天
文
古
写
下
巻
残
存
本
。
引
用
は
山
内
潤

　
　
三
・
木
村
晟
・
栃
尾
武
氏
編
『
和
漢
朗
詠
集
私
注
』
（
新
典
祉
叢
書
1
0
、
昭
和
5
7
年
）

　
　
に
よ
っ
た
。
）

　
○
な
お
、
前
稿
十
三
頁
上
段
の
「
木
下
賢
一
氏
」
は
「
木
下
資
一
氏
」
の
誤
り
。
お
詫
び

　
　
し
て
訂
正
い
た
し
ま
す
。
ま
た
、
同
じ
く
十
八
頁
下
段
、
『
源
平
盛
衰
記
』
の
引
文

　
　
「
郷
宇
」
は
「
御
宇
」
の
誤
り
。

神
功
皇
后
説
話
私
解

（
十
二
門
論
の
一
、
「
道
心
を
お
こ
し
、

出
家
遁
世
し
て
仏
道
を
求
む
べ
し
」
）

〔
本
文
〕
　
（
九
冊
本
　
九
七
～
一
九
八
頁
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
ん
ら
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヨ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
る

　
神
功
皇
后
の
新
羅
国
を
う
ち
と
り
給
ひ
て
、
毎
年
に
二
十
艘
の
み
つ
ぎ
を
す

　
　
　
　
　
う
け
ぶ
み
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ア

ベ
き
よ
し
の
請
文
な
ど
め
し
て
、
か
へ
り
給
ひ
て
後
、
新
羅
お
も
ひ
か
へ
し
て
、

お
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む

み
つ
ぎ
せ
ず
成
に
け
れ
ば
、
そ
の
玉
ち
、
代
々
の
御
門
い
き
ど
を
り
お
ぼ
し
め

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

し
て
、
せ
め
ん
と
し
た
ま
ひ
け
れ
と
も
、
と
げ
ず
し
て
過
ゆ
く
ほ
ど
に
、
皇
極

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヨ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
と
う
ぐ
う
　
　
　
　
ユ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ユ

．
天
皇
、
天
智
天
皇
の
春
宮
に
て
お
は
し
ま
し
け
る
を
ぐ
し
た
て
ま
つ
り
て
、
せ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ア
　
　
　
　
　
　
　
　
　

め
給
ふ
也
。
し
か
り
と
い
へ
ど
も
、
本
意
を
と
げ
ず
し
て
、
鎮
西
に
て
崩
じ
給

　
　
　
　
　
　
　
　
1
9
　
　
　
　
　
　
　
　
　
2
0
　
　
　
　
　
　
　
　
　
2
1

ひ
ぬ
。
神
功
皇
后
の
せ
め
給
ひ
し
時
、
安
倍
の
氏
を
も
て
大
将
軍
と
せ
り
。
そ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヨ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
だ
い
じ
ぐ
う
え
　
　
　

の
ゆ
へ
に
、
安
倍
の
氏
の
長
者
を
め
し
て
、
大
嘗
会
の
た
び
ご
と
に
吉
志
舞
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
2
4
　
　
　
　
　
　
　
か
ち
と
り

仰
ら
る
、
い
ま
に
た
ゆ
る
事
な
し
。
そ
の
た
び
、
皇
后
ひ
そ
か
に
梶
取
を
め
し

　
　
2
5
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
2
6
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に

て
、
は
ら
み
給
ひ
ぬ
。
そ
の
子
、
い
ま
の
広
田
の
明
神
な
り
。
こ
ま
か
に
は
日

ほ
ん
ぽ
　
　
2
7

本
紀
に
い
へ
り
。

〔
校
異
〕

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

1
〈
九
冊
本
〉
「
神
功
皇
宮
の
」
〈
久
遠
寺
本
・
片
活
三
巻
本
・
元
禄
本
〉
「
神
功

皇
后
」
。
2
〈
久
遠
寺
本
・
片
活
三
巻
本
・
元
禄
本
〉
「
討
給
て
」
。
3
〈
新
出
身

延
本
・
片
活
三
巻
本
・
元
禄
本
〉
「
年
毎
に
」
。
4
〈
最
明
寺
本
・
新
出
身
延
本

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ク

・
片
活
三
巻
本
・
元
禄
本
V
「
貢
調
」
〈
久
遠
寺
本
〉
「
貢
調
」
。
5
〈
久
遠
寺
本

・
新
出
身
延
本
・
片
活
三
巻
本
・
元
禄
本
V
「
請
文
ナ
ム
（
ン
）
ト
」
。
6
〈
片

活
三
巻
本
・
元
禄
本
〉
「
カ
ヘ
シ
給
ケ
ル
後
」
。
7
〈
最
明
寺
本
〉
「
お
も
ひ
か
へ

り
て
」
〈
新
出
身
延
本
〉
「
思
返
」
。
8
〈
最
明
寺
本
・
新
出
身
延
本
・
片
活
三
巻

本
・
元
禄
本
V
「
貢
調
せ
ざ
り
け
れ
ば
」
〈
久
遠
寺
本
〉
「
貢
調
セ
ス
ナ
リ
ニ
ケ
レ

ハ
」
。
9
〈
新
出
身
延
本
〉
「
其
後
．
御
門
」
。
1
0
〈
久
遠
寺
本
〉
「
憤
リ
ヲ
ホ
シ

テ
」
。
〈
最
明
寺
本
・
新
出
身
延
本
・
片
活
三
巻
本
・
元
禄
本
〉
な
し
。
1
1
〈
新

出
身
延
本
・
片
活
三
巻
本
・
元
禄
本
V
「
遂
ス
シ
テ
ノ
ミ
」
。
1
2
〈
最
明
寺
本
〉

「
と
け
す
し
て
す
き
ゆ
く
に
」
〈
新
出
身
延
本
〉
「
遂
ス
シ
テ
，
ミ
過
行
給
一
こ
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『’kt物集』注釈のための試解（二）

〈
片
活
三
巻
本
・
元
禄
本
〉
「
遂
ズ
シ
テ
ノ
ミ
過
行
二
」
。
1
3
〈
最
明
寺
本
・
片

活
三
巻
本
・
元
禄
本
〉
「
お
は
し
ま
す
を
」
〈
新
出
身
延
本
〉
「
ヲ
ワ
セ
シ
ヲ
」
。

14

q
片
活
三
巻
本
・
元
禄
本
〉
「
下
シ
奉
リ
テ
」
。
1
5
〈
最
明
寺
本
・
片
活
三
巻

本
・
元
禄
本
〉
「
せ
め
給
け
り
」
。
1
6
〈
新
出
身
延
本
〉
「
然
共
」
〈
片
活
三
巻
本

・
元
禄
本
〉
「
サ
レ
ト
モ
」
。
1
7
〈
最
明
寺
本
・
瑞
光
寺
本
・
久
遠
寺
本
〉
「
鎮
西

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ホ
ウ
や
ロ

に
し
て
」
〈
新
出
身
延
本
〉
な
し
。
1
8
〈
新
出
身
延
本
〉
「
崩
御
ナ
リ
給
フ
」
〈
片

活
三
巻
本
・
元
禄
本
〉
「
崩
御
シ
給
ヌ
」
。
1
9
〈
片
活
＝
　
巻
本
・
元
禄
本
〉
「
責
給

ケ
ル
時
」
2
0
〈
新
出
身
延
本
・
片
活
三
巻
本
・
元
禄
本
〉
「
安
倍
氏
」
。
2
1
〈
最

明
寺
本
・
久
遠
寺
本
・
新
出
身
延
本
・
片
活
三
巻
本
・
元
禄
本
〉
「
将
軍
」
。
2
2

〈
最
明
寺
本
・
久
遠
寺
本
・
新
出
身
延
本
・
片
活
三
巻
本
・
元
禄
本
〉
「
安
倍

氏
の
長
者
」
。
2
3
〈
最
明
寺
本
・
久
遠
寺
本
・
新
出
身
延
本
・
片
活
三
巻
本
・

元
禄
本
〉
「
た
ひ
に
」
。
2
4
〈
最
明
寺
本
〉
「
皇
后
」
の
二
字
な
し
。
2
5
〈
新
出
身

延
本
〉
「
懐
妊
シ
玉
イ
ヌ
」
。
2
6
〈
最
明
寺
本
〉
「
広
田
明
神
」
〈
片
活
三
巻
本
〉

「
廣
田
ノ
大
明
神
」
〈
元
禄
本
〉
「
廣
田
大
明
神
」
。
2
7
〈
新
出
身
延
本
〉
「
有
」

〈
片
活
三
巻
本
・
元
禄
本
〉
「
見
ヘ
タ
リ
」
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
注
1

　
こ
の
神
功
皇
后
説
話
は
、
前
稿
で
取
り
上
げ
た
二
万
郷
説
話
に
続
く
も
の
で
、

二
万
郷
説
話
に
あ
る
「
皇
極
天
皇
の
新
羅
国
攻
め
」
の
連
想
話
と
し
て
挙
げ
ら

れ
た
も
の
で
あ
る
。
二
万
郷
説
話
が
、
天
下
衰
弊
の
本
朝
の
例
証
話
と
な
っ
て

い
る
の
に
対
し
、
本
説
話
は
天
下
衰
弊
の
例
証
話
と
し
て
は
機
能
し
て
い
な
い
。

『
宝
物
集
』
諸
本
で
は
、
二
万
郷
説
話
の
直
後
に
こ
の
神
功
皇
后
説
話
が
続
く

　
　
　
　
　
　
　
　
注
2

形
で
あ
る
が
、
久
遠
寺
本
に
は
二
つ
の
説
話
を
繋
ぐ
句
と
し
て
、
「
皇
極
天
皇

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
注
3

ノ
新
羅
国
ヲ
セ
メ
給
フ
コ
ト
ハ
」
と
い
う
独
自
の
詞
章
が
あ
る
。
久
遠
寺
本
の

よ
う
に
繋
ぎ
の
句
が
入
る
形
に
な
る
と
、
二
つ
の
説
話
の
関
係
が
よ
り
明
瞭
に

な
る
。
ま
た
、
．
…
万
郷
説
話
に
は
「
こ
の
事
、
ま
こ
と
に
は
清
行
卿
の
い
け
ん

に
あ
り
」
（
九
冊
本
）
と
い
う
出
典
注
記
が
あ
る
が
、
本
段
の
末
尾
に
も
、
「
こ

ま
か
に
は
日
本
紀
に
い
へ
り
」
（
同
）
と
い
う
出
典
注
記
が
あ
り
、
二
つ
の
説
話

記
事
は
形
式
上
も
対
応
し
た
形
で
載
せ
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
本
段
の
後
に

「
二
万
の
里
人
の
事
は
遠
国
な
れ
は
不
審
も
侍
り
な
ん
」
と
、
一
連
の
説
話
を

一
応
締
結
す
る
句
も
あ
り
（
次
節
参
照
。
）
、
こ
の
よ
う
な
説
話
の
纏
め
方
は
、

第
二
種
七
巻
本
の
編
者
自
身
の
手
に
な
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　
本
段
の
構
成
を
示
す
と
次
の
よ
う
に
な
る
。

　
　
ω
神
功
皇
后
新
羅
征
討
。
朝
貢
の
請
文
。
帰
還
。

　
　
②
新
羅
朝
貢
滞
る
。

　
　
③
代
々
の
帝
の
征
討
の
失
敗
。

　
　
ω
皇
極
天
皇
の
出
征
。
鎮
西
に
お
い
て
皇
極
天
皇
崩
御
。

　
　
⑤
神
功
皇
后
出
征
時
、
安
倍
氏
を
将
軍
に
任
ず
。
吉
志
舞
の
起
源
。

　
　
⑥
神
功
皇
后
梶
取
を
召
す
。
懐
妊
。
広
田
明
神
。

　
右
の
ω
～
④
の
部
分
は
、
ω
で
神
功
皇
后
出
征
の
こ
と
を
述
べ
る
が
、
全
体

と
し
て
は
皇
極
天
皇
の
新
羅
出
征
の
話
で
あ
る
。
一
方
⑤
は
吉
志
舞
の
起
源
諺

で
あ
り
、
神
功
皇
后
出
征
の
関
連
説
話
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
ま
た
⑥
は
同
じ

く
神
功
皇
后
出
征
に
関
連
し
た
広
田
明
神
の
由
来
諺
で
あ
る
。
㈲
⑥
は
神
功
皇

后
の
新
羅
追
討
の
物
語
を
無
作
為
に
断
片
的
に
記
し
た
わ
け
で
は
な
く
、
神
功

皇
后
説
話
に
関
し
て
、
吉
志
舞
や
広
田
明
神
の
「
起
源
・
由
来
」
を
語
っ
た
説

話
を
配
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
前
節
の
二
万
郷
説
話
で
も
二
万
郷
の
「
起
源
」

が
語
ら
れ
て
い
た
。
二
万
郷
説
話
と
神
功
皇
后
説
話
に
は
、
皇
極
天
皇
の
新
羅

攻
め
と
い
う
連
想
の
糸
で
繋
が
っ
て
い
る
が
、
二
つ
の
説
話
を
通
し
て
、
地
名

・
舞
・
広
田
明
神
の
「
起
源
・
由
来
」
を
語
る
説
話
が
並
行
し
て
挙
げ
ら
れ
て

い
る
と
思
わ
れ
る
。
編
者
の
意
図
的
な
配
置
で
あ
ろ
う
。

　
注
4

　
前
稿
で
述
べ
た
よ
う
に
、
二
万
郷
説
話
の
典
拠
は
出
典
注
記
通
り
に
『
意
見
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十
二
箇
条
』
に
求
め
得
る
が
、
本
段
の
「
こ
ま
か
に
は
日
本
紀
に
い
へ
り
」
と

い
う
出
典
注
記
は
注
意
を
要
す
る
。

　
『
日
本
書
紀
』
の
記
事
と
『
宝
物
集
』
の
記
事
を
比
較
す
る
と
、
ω
～
ω
の

皇
極
天
皇
の
出
征
を
中
心
と
し
た
部
分
は
、
『
日
本
書
紀
』
の
当
該
記
事
と
か

な
り
対
応
す
る
が
、
⑤
⑥
の
神
功
皇
后
関
連
記
事
は
『
日
本
書
紀
』
に
は
な
い

部
分
が
あ
る
。
㈲
で
は
、
神
功
皇
后
摂
政
前
紀
（
仲
哀
天
皇
九
年
九
月
条
）
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
注
5

「
吾
公
瓦
海
人
鳥
摩
呂
」
を
西
海
に
偵
察
さ
せ
た
由
が
み
え
る
が
、
吉
志
舞
の
こ

と
は
み
え
な
い
。
⑥
の
場
合
、
神
功
皇
后
と
広
田
明
神
の
関
係
は
『
日
本
書

紀
』
に
も
示
さ
れ
て
は
い
る
が
、
そ
れ
は
新
羅
征
討
の
翌
年
の
忍
熊
王
ら
の
反

乱
の
際
（
『
日
本
書
紀
』
神
功
皇
后
摂
政
元
年
二
月
）
の
こ
と
で
あ
り
、
天
照
大

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
注
6

神
の
荒
魂
を
広
田
に
祀
れ
と
い
う
天
照
大
神
の
託
宣
に
お
い
て
で
あ
る
。
総
じ

て
、
『
宝
物
集
』
の
記
事
は
現
存
『
日
本
書
紀
』
と
の
対
応
関
係
は
深
く
は
な

く
、
「
日
本
紀
」
云
々
の
注
記
も
信
愚
性
に
欠
け
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
注
7

　
神
功
皇
后
の
密
通
に
つ
い
て
は
、
『
住
吉
大
社
神
代
記
』
等
に
み
え
る
が
、
梶

取
の
こ
と
は
載
ら
な
い
。
文
献
上
に
皇
后
と
梶
取
の
密
通
が
あ
ら
わ
れ
る
の
は
、

鎌
倉
期
か
ら
で
あ
る
。
石
清
水
第
三
十
八
代
別
当
田
中
宗
清
の
手
に
な
る
『
宮

　
　
注
8

寺
縁
事
抄
』
に
は
多
く
の
縁
起
が
集
め
ら
れ
て
い
る
。
『
縁
事
抄
』
第
一
末
所
収

の
「
石
清
水
神
・
社
垂
跡
本
地
御
体
次
第
」
の
「
広
田
」
の
項
に
注
目
す
べ
き
記

事
が
あ
る
。

（
裏
書
）

廣
田
「
又
号
南
宮
阿
弥
陀
」

此
神
者
、
神
功
皇
后
追
討
新
羅
国
御
時
、
密
通
梶
取
住
吉
大
明
神
、
懐
妊
所

産
広
田
之
神
給
也
、
神
功
皇
后
為
追
討
新
羅
、
渡
異
国
時
、
即
得
神
教
拝
礼

之
。
（
中
略
）
十
二
月
戊
戌
朔
辛
亥
、
生
誉
田
天
皇
於
筑
紫
、
故
時
人
号
其
産

処
、
日
宇
美
也
、

（
傍
線
筆
者
）

　
傍
線
部
分
は
梶
取
が
「
住
吉
大
明
神
」
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
記
す
が
、
『
宝

物
集
』
の
所
説
と
甚
だ
近
い
。
こ
の
所
説
は
、
お
そ
ら
く
『
住
吉
大
社
神
代

記
』
等
の
記
事
と
同
根
で
、
広
田
神
社
に
伝
わ
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、
そ

の
よ
う
な
説
が
、
鎌
倉
初
期
以
前
に
石
清
水
に
も
伝
わ
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
注
9

　
こ
の
よ
う
な
所
説
は
古
今
集
注
釈
書
に
も
散
見
す
る
。
『
古
今
集
註
』
（
大
江

広
貞
注
。
為
相
注
と
も
。
）
の
序
註
五
に
以
下
の
よ
う
な
記
事
が
あ
る
。

新
羅
を
せ
め
給
し
時
、
梶
取
住
吉
明
神
に
忍
ひ
て
か
よ
ひ
給
け
り
。

ち
、
廣
田
明
神
ヲ
う
め
り
。

そ
の
x

　
こ
の
記
事
で
は
神
功
皇
后
が
梶
取
（
住
吉
）
に
「
通
っ
た
」
こ
と
に
な
っ
て

い
る
が
、
や
は
り
『
宝
物
集
』
に
近
似
の
所
説
で
あ
る
。
『
宝
物
集
』
は
石
清
水

の
縁
起
類
に
拠
っ
た
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
古
今
注
の
ご
と
き
和
歌
注
釈
書
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
注
1
0

類
に
拠
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

　
吉
志
舞
の
起
源
に
つ
い
て
、
『
宝
物
集
』
は
神
功
皇
后
の
出
征
の
際
に
、
「
安

倍
の
氏
の
長
者
」
を
大
将
軍
と
し
、
そ
の
故
に
大
嘗
会
の
度
に
「
安
倍
氏
の
長

者
」
を
召
し
て
吉
志
舞
を
仰
せ
つ
け
て
い
る
と
す
る
。
前
述
の
よ
う
に
『
日
本

書
紀
』
神
功
皇
后
摂
政
前
紀
（
仲
哀
天
皇
九
年
九
月
）
に
は
「
吾
盆
海
人
鳥
摩

呂
」
を
召
し
て
海
上
を
偵
察
さ
せ
た
と
い
う
記
事
が
み
え
て
お
り
、
一
応
「
安

倍
の
氏
」
に
比
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
『
書
紀
』
に
は
吉
志
舞
の
こ
と
は
み

え
な
い
。

　
吉
志
舞
は
久
米
舞
と
と
も
に
大
嘗
会
の
豊
明
節
会
で
奏
さ
れ
、
安
倍
氏
の
担

当
で
あ
っ
た
こ
と
が
、
『
北
山
抄
』
や
『
貞
観
儀
式
』
に
み
え
る
。
特
に
『
北
山
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『宝物集』注釈のための試解（二）

注
1
1

抄
』
の
裏
書
に
は
、

語
ら
れ
て
い
る
。

重
明
親
王
の
『
吏
部
王
記
』
を
引
き
、
吉
志
舞
の
起
源
が

吏
部
王
記
云
、
昔
安
倍
氏
先
祖
、
含
ノ
勅
伐
一
薪
羅
一
有
ノ
功
、
大
嘗
会
日
、
報

〆
命
、
因
奏
二
此
舞
一
、
故
相
伝
、
為
二
大
嘗
会
之
舞
一
云
々
　
（
第
五
裏
書
）

　
吉
志
舞
は
初
め
、
吉
志
氏
の
氏
族
舞
踊
で
あ
っ
た
。
楯
な
ど
を
持
っ
て
舞
う

戦
闘
的
舞
踊
の
国
風
の
儀
式
舞
楽
で
あ
り
、
久
米
舞
と
と
も
に
原
型
は
職
業
軍

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
注
1
2

人
団
の
舞
踊
で
あ
っ
た
と
さ
れ
る
。
『
宝
物
集
』
の
説
話
が
『
北
山
抄
』
裏
書

（
あ
る
い
は
『
吏
部
王
記
』
）
に
拠
っ
た
と
は
考
え
に
く
い
が
、
吉
志
舞
に
関
し

て
、
こ
の
よ
う
な
伝
承
が
当
時
伝
わ
っ
て
お
り
、
編
者
が
そ
れ
を
取
り
入
れ
た

の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
注
1
3

　
な
お
、
第
一
種
七
巻
本
（
元
禄
本
）
に
は
、
諸
本
に
伝
わ
ら
な
い
独
自
の
神

功
皇
后
説
話
が
存
す
る
。

八
幡
官
ノ
御
母
神
功
皇
后
。
異
国
退
治
ノ
時
。
多
ク
ノ
殺
生
ヲ
為
給
ヒ
シ
其

罪
障
臓
悔
ノ
為
二
。
網
人
ノ
ト
レ
ル
魚
ヲ
買
取
テ
。
八
月
十
五
日
放
チ
給
フ
。

放
生
会
ト
申
ス
ハ
是
也
。

　
　
　
　
　
（
十
二
門
論
の
第
六
、
「
業
障
ヲ
幟
悔
シ
テ
仏
道
ヲ
成
ベ
シ
」
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
注
1
4

　
第
一
種
七
巻
本
は
『
宝
物
集
』
の
中
で
は
後
出
の
混
態
本
と
さ
れ
て
お
り
、

こ
の
説
話
も
後
に
付
加
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
放
生
会
の
起
源
に
つ
い
て

は
、
『
宮
寺
縁
事
抄
』
「
仏
神
事
次
第
　
放
生
会
　
前
後
事
」
所
収
の
「
託
宣
」

に
「
養
老
四
年
（
中
略
）
大
神
託
宣
、
吾
此
隼
人
多
敏
都
留
報
爾
、
毎
年
放
生
会

仕
畑
都
今
伴
放
生
会
、
興
自
宇
佐
宮
㍉
伝
於
石
清
水
云
々
」
と
あ
り
、
『
八
幡

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
注
1
5

愚
童
訓
』
な
ど
に
も
こ
の
託
宣
が
緩
用
さ
れ
て
い
る
。
放
生
会
は
宇
佐
よ
り
始

ま
り
、
養
老
四
年
（
七
二
〇
）
、
大
隅
・
日
向
の
隼
人
の
乱
後
、
多
く
の
人
を
殺

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
注
1
6

し
た
滅
罪
の
た
め
に
催
さ
れ
た
の
が
最
初
と
さ
れ
る
。
放
生
会
が
神
功
皇
后
出

征
と
関
わ
る
形
で
文
献
上
に
あ
ら
わ
れ
る
の
は
、
八
幡
縁
起
類
で
は
室
町
期
か

　
　
注
1
7

ら
で
あ
る
が
、
前
掲
の
古
今
注
の
類
に
お
い
て
は
、
皇
后
の
出
征
と
放
生
会
が

結
び
つ
い
た
叙
述
が
み
ら
れ
る
。
『
古
今
集
註
』
（
大
江
広
貞
注
）
に
、
「
八
月
十

五
日
は
、
彼
新
羅
を
せ
め
給
ひ
し
時
、
海
底
に
お
ほ
く
の
人
を
ほ
ろ
ほ
し
給
へ

り
し
、
そ
の
孝
養
の
為
に
（
中
略
）
と
り
て
は
な
つ
を
放
生
会
と
い
ふ
也
。
」

（
序
註
五
）
と
あ
る
よ
う
に
、
こ
れ
も
『
宝
物
集
』
に
近
似
の
記
事
で
あ
る
。

『
宝
物
集
』
の
神
功
皇
后
説
話
は
古
今
注
と
の
関
連
が
深
い
の
で
あ
る
。

　
な
お
、
こ
の
神
功
皇
后
説
話
の
考
証
に
つ
い
て
は
、
近
時
別
稿
（
「
『
宝
物

集
』
神
功
皇
后
説
話
小
孜
」
「
駒
澤
大
学
大
学
院
国
文
学
会
論
輯
」
第
2
1
号
・
平

5
年
5
月
）
に
お
い
て
考
察
し
た
こ
と
を
基
に
し
て
い
る
。
重
複
す
る
部
分
が

多
い
が
、
本
稿
が
注
釈
稿
の
続
稿
で
あ
る
た
め
、
敢
え
て
そ
れ
を
避
け
な
か
っ

た
点
を
お
断
り
し
て
お
く
。
本
節
の
考
証
の
詳
細
は
別
稿
を
参
照
さ
れ
た
い
。

注

注
1
　
拙
稿
「
『
宝
物
集
』
注
釈
の
た
め
の
試
解
（
一
）
1
二
万
郷
説
話
の
考
証
－
」
（
「
明

　
治
大
学
日
本
文
学
」
第
2
0
号
　
平
成
4
年
8
月
）
。
な
お
、
本
稿
に
お
け
る
〔
本
文
〕

　
　
〔
校
異
〕
は
前
稿
に
準
じ
て
お
り
、
参
照
し
た
『
宝
物
集
』
諸
本
に
つ
い
て
も
同
様
で

　
あ
る
が
、
一
部
瑞
光
寺
本
を
参
照
し
た
箇
所
が
あ
り
、
〔
校
異
〕
に
そ
れ
を
加
え
た
。

　
　
ま
た
、
九
冊
本
に
つ
い
て
は
、
古
典
文
庫
の
他
に
、
福
原
昭
五
氏
『
九
冊
本
　
宝
物
集

　
と
索
引
』
（
近
代
文
藝
社
馳
平
成
5
年
）
を
も
参
照
し
た
。

注
2
　
久
遠
寺
本
の
引
用
は
小
泉
弘
氏
『
古
紗
本
賓
物
集
』
（
〈
貴
重
古
典
籍
叢
刊
8
＞
昭

　
和
4
8
年
角
川
書
店
）
に
よ
っ
た
。

注
3
　
但
し
、
こ
の
句
の
載
る
久
遠
寺
本
の
下
巻
は
、
延
徳
三
年
（
｝
四
九
｝
）
に
抜
書
を
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行
っ
た
日
意
の
自
筆
で
は
な
く
、
ほ
ぼ
同
時
代
の
別
筆
者
の
書
写
本
と
さ
れ
て
お

　
　
り
、
こ
の
繋
ぎ
の
句
も
日
意
書
写
の
原
本
に
存
し
た
か
否
か
は
定
か
で
は
な
い
。

注
4
注
－
前
掲
拙
稿
。

注
5
　
　
「
於
是
、
使
二
五
尽
瓦
海
人
烏
摩
呂
一
、
出
二
於
西
海
一
、
令
ノ
察
二
有
レ
国
耶
司
還
日
、
国

　
　
不
ゾ
見
也
。
」
（
岩
波
日
本
古
典
文
学
大
系
『
日
本
書
紀
』
上
に
よ
る
。
以
下
同
様
。
）

注
6
　
　
「
皇
后
之
船
、
直
指
二
難
破
一
。
チ
時
、
皇
后
之
船
、
廻
二
於
海
中
一
、
以
不
ノ
能
／

　
　
進
。
更
還
一
務
古
水
門
而
卜
之
。
於
是
、
天
照
大
神
認
之
日
、
我
之
荒
魂
、
不
レ
可
ノ
近

　
　
二
皇
后
一
。
当
レ
居
二
御
心
広
田
国
一
。
」

注
7
　
　
「
於
レ
是
皇
后
與
二
大
神
有
　
密
事
。
（
俗
日
二
夫
婦
之
密
事
通
　
）
」
（
『
住
吉
大
社
神

　
　
代
記
』
）

注
8
　
『
宮
寺
縁
事
抄
』
の
引
用
は
、
神
道
大
系
、
神
社
篇
七
『
石
清
水
』
に
拠
っ
た
。
以

　
　
下
同
様
。

注
9
　
『
古
今
集
註
』
の
引
用
は
、
『
古
今
集
註
　
京
都
大
学
蔵
』
（
京
都
大
学
国
語
国
文
資

　
　
料
叢
書
4
8
、
昭
和
五
十
九
年
、
臨
川
書
店
）
に
拠
っ
た
。
以
下
同
様
。

注
1
0
　
『
宝
物
集
』
に
は
他
に
も
大
蛇
退
治
説
話
な
ど
、
古
今
注
の
類
に
散
見
す
る
い
わ

　
　
ゆ
る
中
世
日
本
紀
的
な
叙
述
に
近
い
所
説
が
幾
つ
か
存
す
る
。
拙
稿
「
『
宝
物
集
』
神

　
　
功
皇
后
説
話
小
致
」
（
駒
澤
大
学
大
学
院
国
文
学
会
論
輯
」
2
1
、
平
成
5
年
5
月
）
参

　
　
照
。

注
1
1
　
『
北
山
抄
』
の
引
用
は
、
神
道
大
系
、
朝
儀
祭
祀
編
三
『
北
山
抄
』
所
収
の
尊
経
閣

　
　
文
庫
蔵
本
に
拠
っ
た
。

注
1
2
　
林
屋
辰
三
郎
氏
『
中
世
芸
能
史
の
研
究
』
（
昭
和
3
5
年
　
岩
波
書
店
）
等
。

注
1
3
　
元
禄
本
の
引
用
は
、
駒
澤
大
学
図
書
館
蔵
本
に
拠
っ
た
。

注
1
4
　
大
島
薫
氏
「
宝
物
集
諸
本
の
系
統
－
元
禄
本
に
つ
い
て
ー
」
（
「
関
西
大
学
国
文
学
」

　
　
6
5
　
平
成
元
年
1
月
）

注
1
5
　
『
八
幡
愚
童
訓
』
（
日
本
思
想
大
系
『
寺
社
縁
起
』
所
収
、
『
八
幡
愚
童
訓
乙
』
）
「
放

　
　
生
会
事
」
に
「
右
大
会
の
お
こ
り
、
御
託
宣
に
、
養
老
四
九
月
、
「
合
戦
の
間
多
殺
生
を

　
　
い
た
す
。
よ
ろ
し
く
放
生
を
修
す
べ
し
」
と
あ
り
し
に
よ
り
て
、
国
々
所
々
に
、
網
に

　
　
か
か
り
わ
な
に
取
る
玉
生
類
を
ゆ
る
し
、
最
勝
王
経
を
講
説
し
て
神
事
を
取
行
也
。
」

　
　
と
み
え
る
。

注
1
6
　
村
山
修
一
氏
「
八
幡
神
の
習
合
的
成
長
」
（
民
衆
宗
教
史
叢
書
　
第
2
巻
『
八
幡
信

　
　
仰
』
昭
和
5
8
年
　
雄
山
閣
所
収
）
。

注
1
7
　
多
田
圭
子
氏
「
中
世
に
お
け
る
神
功
皇
后
像
の
展
開
－
縁
起
か
ら
『
太
平
記
』
へ

　
　
ー
（
「
国
文
目
白
」
3
1
号
　
平
成
3
年
1
1
月
）
。
亨
禄
四
年
（
一
五
三
一
）
の
奥
書
を
も

　
　
つ
『
八
幡
大
菩
薩
御
縁
起
』
や
『
金
玉
要
集
』
『
神
明
鏡
』
な
ど
に
放
生
会
の
記
事
が

　
　
み
ら
れ
る
。

長
徳
元
年
記
事
私
解

（
十
二
門
論
の
一
、
「
道
心
を
お
こ
し
、

出
家
遁
世
し
て
仏
道
を
求
む
べ
し
」
）

〔
本
文
〕
　
（
九
冊
本
一
九
八
～
二
〇
一
頁
）

　
エ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
二
万
の
里
人
の
事
は
、
遠
国
な
れ
ば
不
審
も
侍
り
な
ん
。
長
徳
元
年
の
事
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヨ

　
　
ど
う
け
た
ま
は
る
こ
そ
、
あ
さ
ま
し
く
侍
れ
。

　
　
る

　
　
閑
院
左
大
将
朝
光
三
月
廿
八
日

　
　
小
一
条
右
大
将
済
時
四
月
廿
三
日

　
　
関
白
殿
四
月
七
日

　
　
六
条
左
大
臣
殿
重
－

　
　
粟
田
右
大
臣
殿

　
　
桃
園
中
納
言
保
酵
飴

　
ら
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
リ
　
　
　
　
　
　
　
　
ア
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
こ
の
殿
ば
ら
、
三
月
よ
り
五
月
ま
で
、
わ
つ
か
に
百
日
ば
か
り
が
う
ち
に
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

同
に
な
ど
う
せ
給
ひ
に
け
り
。
六
月
に
な
り
て
、
山
の
井
の
大
納
言
道
頼
公
、

　
　
　
　
　
　
　
　
1
0

又
う
せ
給
ひ
ぬ
。
ほ
ど
な
く
公
卿
七
八
人
う
せ
給
ひ
に
け
り
。
ま
し
て
四
位
五

位
な
ど
の
ひ
と
に
も
し
ら
れ
ぬ
は
、
か
ぞ
へ
申
に
お
よ
び
侍
ら
ず
。
む
か
し
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
2

か
く
臣
下
一
度
に
う
せ
給
へ
る
事
な
し
と
そ
日
記
の
家
の
人
々
も
の
た
ま
ひ
け

　
　
　
　
　
　
　
ヨ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な

る
。
さ
れ
ど
も
、
そ
の
ゆ
へ
に
道
心
を
お
こ
し
た
り
と
き
こ
ゆ
る
人
も
な
し
。
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『宝物集』注釈のための試解（二）

15
た
黛
人
の
わ
ろ
く
て
し
ぬ
る
ぞ
、
我
は
千
年
万
年
あ
ら
ん
ず
る
や
う
に
思
ひ
て
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ア
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

つ
か
さ
あ
き
ぬ
と
て
、
は
し
り
さ
は
ぐ
人
の
み
お
ほ
く
侍
り
け
る
。
生
死
無
常

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
　
　
　
　
　
　
　
ロ
　
　
　
　
　
　
　
ユ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ユ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

の
こ
と
は
り
は
、
た
れ
も
ま
か
ぬ
る
ま
じ
き
事
に
て
侍
る
。
文
選
と
申
ふ
み
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
2
2

は
、
な
ん
ぞ
お
そ
き
に
ほ
こ
り
て
は
や
く
な
る
を
う
ら
む
る
、
と
は
申
た
る
ぞ

　
　
　
　
　
　
　
2
3

か
し
。
さ
れ
ば
、
心
あ
る
人
を
く
れ
さ
き
だ
つ
世
の
中
を
、
よ
そ
に
お
も
へ
る

　
2
4

は
侍
ら
ぬ
も
の
を
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
藤
原
為
頼
朝
臣

鵬
　
世
の
中
に
あ
ら
ま
し
か
ば
と
思
ふ
人

　
　
な
き
が
多
く
も
成
に
け
る
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
大
君

　
　
2
5

脳
　
あ
る
は
な
く
な
き
は
か
ず
そ
ふ
世
の
中
に

　
　
あ
は
れ
い
つ
ま
で
あ
ら
ん
と
す
ら
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
賀
茂
成
助

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
2
6

鋤
　
た
れ
と
て
も
と
ま
り
は
つ
べ
き
身
な
ら
ね
ど

　
　
ま
つ
は
先
だ
つ
人
ぞ
か
な
し
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
俊
恵
法
師

　
　
2
7

鵬317

鳥
辺
山
け
ふ
も
け
ぶ
り
の
の
ぼ
り
ぬ
と

い
ひ
て
な
が
め
し
人
も
い
つ
ま
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
藤
原
親
盛

け
ふ
ま
で
は
よ
そ
に
の
み
き
く
は
か
な
さ
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
2
8

い
つ
身
の
上
に
な
ら
ん
と
す
ら
ん

　
　
（
和
歌
の
歌
番
号
は
古
典
文
庫
第
㎜
冊
の
九
冊
本
の
も
の
で
あ
る
。
）

　
　
　
　
　
　
　
注
1

〔
校
異
〕
1
〈
一
巻
本
〉
「
不
審
も
侍
り
な
ん
」
ま
で
な
じ
。
2
〈
新
出
身
延

本
〉
「
侍
ン
。
」
3
〈
一
巻
本
V
「
ア
サ
マ
シ
ク
ハ
ム
ヘ
レ
」
〈
最
明
寺
本
〉
「
あ
さ

ま
し
く
か
な
し
く
侍
」
〈
片
活
三
巻
本
・
元
禄
本
〉
「
浅
猿
ケ
レ
」
。
4
　
後
掲
別

表
参
照
。
5
〈
一
巻
本
〉
「
こ
の
殿
は
ら
」
以
下
な
し
。
6
〈
片
活
三
巻
本
・
元

禄
本
〉
「
わ
つ
か
に
」
の
前
に
「
数
フ
レ
バ
」
の
句
あ
り
。
7
〈
新
出
身
延
本
〉

「
二
百
日
内
。
」
。
〈
片
活
三
巻
本
・
元
禄
本
〉
「
百
日
ガ
内
二
」
8
〈
最
明
寺
本

・
久
遠
寺
本
・
新
出
身
延
本
・
片
活
三
巻
本
・
元
禄
本
〉
二
日
に
三
人
な
ど
」
。

9
〈
最
明
寺
本
〉
「
山
井
大
納
言
道
頼
口
き
み
」
〈
片
活
三
巻
本
・
元
禄
本
〉
「
山

ノ
井
ノ
中
納
言
道
頼
ノ
君
」
〈
一
巻
本
〉
「
ま
し
て
四
位
五
位
」
以
下
異
文
。
後

掲
本
文
参
照
。
1
0
〈
最
明
寺
本
〉
「
又
、
と
し
を
い
給
へ
る
さ
い
し
や
う
エ
せ
給

ひ
ぬ
」
〈
久
遠
寺
本
〉
「
又
、
ヲ
ト
ナ
ニ
テ
ソ
ヲ
ハ
セ
シ
カ
ト
宰
相
ト
聞
ヘ
シ
人

失
給
ヌ
。
無
程
一
公
卿
七
八
人
失
ニ
ケ
リ
」
〈
片
活
三
巻
本
・
元
禄
本
〉
な
し
。

11

q
新
出
身
延
本
〉
「
申
。
及
ハ
ス
」
〈
片
活
三
巻
本
・
元
禄
本
〉
「
人
モ
知
ヌ
ハ

数
ヲ
シ
ラ
ス
」
。
1
2
〈
最
明
寺
本
〉
「
な
し
と
こ
そ
、
日
記
家
人
々
も
の
給
け

れ
」
〈
久
遠
寺
本
〉
「
無
ト
ソ
日
記
ノ
家
ノ
人
々
モ
．
言
ケ
レ
」
〈
新
出
身
延
本
〉

「
ナ
シ
ト
コ
ソ
、
家
，
人
ト
モ
，
給
ケ
レ
」
〈
片
活
三
巻
本
・
元
禄
本
〉
「
無
ト
コ

ソ
日
記
ノ
家
ノ
人
ハ
申
サ
レ
ケ
レ
」
。
1
3
〈
最
明
寺
本
・
久
遠
寺
本
・
新
出
身

延
本
〉
「
そ
れ
ゆ
へ
に
」
。
1
4
〈
片
活
三
巻
本
・
元
禄
本
〉
「
聞
ヌ
ル
」
1
5
〈
片
活

三
巻
本
〉
「
た
ゴ
」
の
後
に
「
是
等
ヲ
見
聞
テ
ハ
」
句
あ
り
。
〈
新
出
身
延
本
〉

「
只
人
．
死
ヲ
外
カ
マ
シ
ク
思
テ
」
。
1
6
〈
最
明
寺
本
・
久
遠
寺
本
・
新
出
身
延

本
・
片
活
三
巻
本
・
元
禄
本
〉
「
つ
か
さ
」
の
前
に
「
多
く
の
」
の
句
あ
り
。
1
7

〈
最
明
寺
本
・
久
遠
寺
本
・
新
出
身
延
本
・
片
活
三
巻
本
・
元
禄
本
〉
「
の
み

ぞ
」
。
1
8
〈
最
明
寺
本
・
久
遠
寺
本
・
新
出
身
延
本
・
片
活
三
巻
本
・
元
禄
本
〉

「
生
死
の
無
常
は
」
1
9
〈
最
明
寺
本
・
久
遠
寺
本
・
新
出
身
延
本
・
片
活
三
巻

本
・
元
禄
本
〉
「
侍
も
の
を
」
2
0
〈
最
明
寺
本
・
久
遠
寺
本
・
新
出
身
延
本
・
片

活
三
巻
本
・
元
禄
本
〉
「
文
選
」
の
前
に
「
さ
れ
ば
」
の
句
あ
り
。
2
1
〈
片
活
三

巻
本
・
元
禄
本
〉
「
云
」
。
2
2
〈
最
明
寺
本
・
久
遠
寺
本
・
新
出
身
延
本
・
片
活
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〔
校
異
〕
4
　
別
表

一
　
巻
　
　
本

（
九
冊
本
）

（
最
明
寺
本
）

（
久
遠
寺
本
）

（
新
出
身
延
本
）

（
瑞
光
寺
本
）

片
活
三
巻
本

元
　
禄
　
　
本

閑
院
大
将
朝
光
三
月

閑
院
左
大
将
朝
光
三
月
廿
八
日

閑
院
左
大
将
朝
光

藤
閑
院
左
大
将
ア
サ
ミ
ツ
朝
光

閑
院
左
大
将
塾
鶴
失
給
・

閑
院
左
大
将
朝
光
三
月
廿
合

閑
院
ノ
左
大
将
朝
光

閑
院
ノ
左
大
　
ト
モ
ミ
ツ
将
朝
光

小
一
条
之
大
将
斉
時
四
月

小
一
条
右
大
将
済
時
甥
日

小
一
条
右
大
将
済
時

藤
小
一
条
右
大
将
済
時
四
月
廿
＝
百

小
一
条
右
大
臣
済
特
四
月

小
一
条
右
大
将
済
時
四
月
廿
＝
百

小
一
条
ノ
右
大
将
済
時

小
一
条
ノ
右
大
　
タ
．
・
ト
キ
将
済
時

中
関
白
道
隆
四
月

関
白
殿
四
月
七
日

藤
関
白
殿
通
隆
四
月
七
日

中
関
白
道
隆
四
月

関
白
殿
道
－
四
月
七
日

六
条
右
大
臣
重
信

六
条
左
大
臣
殿
弊

六
条
左
大
臣
殿
早

源
六
条
左
大
臣
殿
重
信
甑

六
条
左
大
臣
シ
ゲ
理
り
重
依

六
條
左
大
臣
殿
雫

六
条
ノ
左
大
臣

六
条
ノ
左
大
臣

粟
田
右
大
臣
道
兼

粟
田
右
大
臣
殿
△

粟
田
右
大
臣
殿
雫

藤
粟
田
右
大
臣
殿
道
兼

粟
田
右
大
臣
　
タ
カ
ネ
道
兼

粟
田
右
大
臣
殿
道
か
ね

粟
田
ノ
大
臣
道
兼

粟
田
ノ
大
臣
ミ
チ
カ
ヌ
道
兼

桃
園
中
納
言
保
光

桃
園
中
納
言
殿
蛛
酵
飴

桃
園
中
納
言
殿
保
光

源
桃
園
中
納
言
保
光
請
船

モ
モ
ソ
ノ
桃
園
中
納
言
ヤ
ス
ミ
ツ
保
光

桃
園
中
納
言
保
光
　
五
月
八
日
三
人
同

桃
園
ノ
中
納
言
保
光

桃
園
ノ
中
納
言
ヤ
ス
ミ
ツ
保
光

五
月
八
日
同
三
人
ウ
セ
給

已
上
五
月
八
日
同
日
三
人
失
給

※括弧のあるものは人名を本文から引き離して列挙する形。括弧のないものは

　本文中に人名が続けて述べられる形。

※順序は諸本により不同。対照のため人名の順をそろえた。
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『宝物集』注釈のための試解（二）

　
　
　
　
　
　
　
　
す
み
や
か

三
巻
本
・
元
禄
本
〉
「
速
な
る
こ
と
を
」
。
2
3
〈
新
出
身
延
本
〉
「
心
有
ン
人
」
。

24

q
片
活
三
巻
本
・
元
禄
本
〉
「
ナ
キ
物
ヲ
」
。
〈
新
出
身
延
本
〉
「
ヨ
ソ
ニ
思
侍

ヌ
物
ヲ
」
。
2
5
〈
九
冊
本
・
瑞
光
寺
本
〉
「
あ
る
は
な
く
」
歌
な
し
。
2
6
〈
片
活

三
巻
本
・
元
禄
本
〉
「
身
ナ
ラ
ネ
ハ
マ
ツ
サ
キ
ニ
立
人
」
。
2
7
〈
片
活
三
巻
本
・

元
禄
本
〉
「
鳥
辺
山
」
歌
な
し
。
2
8
〈
九
冊
本
〉
「
あ
ら
ん
と
す
ら
ん
」
。
〈
元
禄

本
〉
は
こ
の
歌
の
後
、
独
自
歌
を
二
首
加
え
る
。

〔
校
異
〕
9
　
〈
一
巻
本
〉
本
文

　
（
前
略
）
マ
シ
テ
四
位
五
位
ナ
ム
ト
ハ
、
カ
ズ
ヱ
申
ニ
ヲ
ヨ
ハ
ス
。
ヒ
ト
ニ

シ
ラ
レ
ヌ
ア
ヤ
シ
キ
ヒ
ト
ナ
ム
ド
ハ
、
ヲ
シ
バ
カ
ラ
ヒ
給
ヘ
シ
。
ワ
ツ
カ
ニ

百
日
バ
カ
リ
ホ
ト
ニ
、
カ
ク
高
人
一
度
．
七
八
人
ウ
セ
給
コ
ト
、
昔
．
ハ
ム
ヘ

ラ
サ
リ
ケ
リ
ト
コ
ソ
、
日
記
之
家
之
人
ニ
モ
侍
ナ
レ
。
サ
レ
ハ
、
ソ
ノ
コ
ロ
、

兼
輔
之
中
納
言
ヨ
ミ
侍
歌
ソ
カ
シ
、

　
ヨ
ノ
ナ
カ
ニ
ア
ラ
マ
シ
カ
ハ
ト
オ
モ
フ
ヒ
ト

　
ナ
キ
ハ
ヲ
ホ
ク
モ
ナ
リ
ニ
ケ
ル
カ
ナ

　
　
　
　
　
　
　
ヲ
　
ロ
　
イ

コ
レ
ヲ
キ
・
テ
、
小
太
君
、

　
ア
ル
ワ
ナ
ク
ナ
キ
ワ
カ
ス
ソ
フ
ヨ
ノ
ナ
カ
ニ
、

　
ア
ワ
レ
イ
ツ
マ
テ
ア
ラ
ム
ト
ス
ラ
ム

サ
レ
ト
モ
、
ソ
レ
ユ
へ
道
心
ヲ
コ
シ
タ
リ
ト
キ
コ
ユ
ル
ヒ
ト
モ
侍
ズ
、
タ
・

ヒ
ト
ノ
ワ
ロ
ク
テ
ウ
ス
ル
ソ
、
ワ
レ
ハ
チ
ト
セ
ア
ラ
ム
ス
ル
ヤ
ウ
ニ
ソ
思
、

ア
ワ
レ
ニ
侍
ケ
ル
。

　
長
徳
元
年
記
事
は
、
第
二
種
七
巻
本
系
諸
本
（
久
遠
寺
本
も
含
む
）
・
新
出

身
延
本
・
片
仮
名
占
活
字
三
巻
本
・
元
禄
本
の
他
、
一
巻
本
に
も
み
ら
れ
る
。

一
巻
本
の
み
、
前
節
の
」
連
の
説
話
（
．
一
万
郷
説
話
・
神
功
皇
后
説
話
）
が
載

ら
ず
、
「
生
死
無
常
」
の
例
証
と
し
て
、
こ
の
長
徳
元
年
記
事
を
挙
げ
る
。
他
の

諸
本
は
前
々
節
の
二
万
郷
説
話
が
「
天
下
衰
弊
」
の
例
証
話
と
な
っ
て
お
り
、

「
遠
国
」
の
説
話
に
対
し
、
「
近
き
」
都
に
お
け
る
証
話
を
挙
げ
る
形
を
取
る
。

し
か
し
、
こ
の
長
徳
元
年
記
事
は
「
生
死
無
常
の
こ
と
は
り
」
の
例
証
話
と
し

て
こ
そ
ふ
さ
わ
し
い
内
容
で
あ
り
、
本
節
も
説
話
の
例
証
機
能
が
弱
ま
っ
て
い

る
箇
所
で
あ
る
と
い
え
る
。

　
こ
の
長
徳
元
年
（
九
九
五
）
は
『
大
鏡
』
に
「
大
疫
属
の
年
」
（
第
四
）
と
記

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
注
2

さ
れ
る
よ
う
に
疫
病
が
流
行
し
た
。
『
日
本
紀
略
』
長
徳
元
年
五
月
条
に
は
、

「
今
年
四
五
月
疫
痩
殊
一
一
盛
，
．
シ
．
、
中
納
言
已
上
亮
ズ
ル
者
八
人
、
至
ゴ
干
七
月
｝
．
頗

ル
散
ご
と
み
え
る
。
『
宝
物
集
』
に
は
こ
の
年
に
亮
じ
た
者
と
し
て
、
〔
校
異
〕

4
別
表
に
示
し
た
朝
光
・
済
時
・
道
隆
・
重
信
・
道
兼
・
保
光
と
道
頼
の
名
が

挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
片
仮
名
古
活
字
三
巻
本
・
元
禄
本
を
除
く
諸
本
は
そ
れ
ぞ

れ
日
付
を
記
す
が
、
第
二
種
七
巻
本
系
は
最
明
寺
本
を
除
き
、
ほ
ぼ
一
致
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
注
3

い
る
。
し
か
し
、
朝
光
と
道
隆
の
日
付
は
史
実
に
合
わ
な
い
。
ま
た
諸
本
で
人

名
の
表
記
が
完
全
な
も
の
は
、
一
巻
本
・
久
遠
寺
本
・
片
仮
名
古
活
字
三
巻
本

・
元
禄
本
の
み
で
、
い
わ
ゆ
る
第
二
種
七
巻
本
系
の
諸
本
は
人
名
表
記
が
不
揃

い
で
あ
る
。
人
名
を
挙
げ
る
順
序
も
諸
本
に
よ
り
不
同
で
あ
り
、
最
明
寺
本
・

片
仮
名
古
活
字
三
巻
本
・
元
禄
本
で
は
道
隆
の
名
を
記
さ
な
い
。
諸
本
で
大
き

く
混
乱
が
み
ら
れ
る
箇
所
で
あ
る
。

　
こ
の
長
徳
元
年
記
事
は
、
周
知
の
よ
う
に
『
大
鏡
』
『
栄
花
物
語
』
に
み
ら
れ

る
。
尾
崎
勇
氏
は
｝
巻
本
が
総
じ
て
『
栄
花
物
語
』
に
拠
っ
て
お
り
、
一
巻
本

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
注
4

は
九
冊
本
の
作
者
と
は
別
の
人
物
の
手
に
な
る
と
さ
れ
た
が
、
こ
の
長
徳
元
年

記
事
に
関
し
て
は
む
し
ろ
『
大
鏡
』
の
方
が
『
宝
物
集
』
諸
本
に
近
い
と
思
わ

　
　
　
　
注
5

れ
る
。
『
大
鏡
』
道
長
伝
の
記
事
は
以
下
の
よ
う
で
あ
る
。
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ま
つ
は
大
臣
・
公
卿
多
く
亡
せ
た
ま
へ
り
し
に
、
ま
し
て
四
位
・
五
位
の

ほ
ど
は
、
数
や
は
知
り
し
。
ま
つ
そ
の
年
亡
せ
た
ま
へ
る
殿
原
の
御
数
、

閑
院
の
大
納
言
、
三
月
二
十
八
日
。
中
関
白
殿
、
四
月
十
日
。
こ
れ
は
世
の

疫
に
は
お
は
し
ま
さ
ず
、
た
だ
同
じ
折
の
差
し
合
は
せ
た
り
し
事
な
り
。

小
一
条
左
大
将
済
時
卿
は
、
四
月
二
十
三
日
。
六
条
左
大
臣
殿
、

粟
田
右
大
臣
殿
、
桃
園
中
納
言
保
光
卿
、
こ
の
三
人
は
五
月
八
日
一
度
に
亡

せ
た
ま
ふ
。
山
井
の
大
納
言
殿
、
六
月
十
一
日
ぞ
か
し
。
ま
た
あ
ら
じ
。
上

り
て
の
世
に
も
、
斯
く
大
臣
・
公
卿
七
八
人
、
二
三
月
の
中
に
掻
き
払
ひ
た

ま
ふ
事
、
希
有
な
り
し
わ
ざ
な
り
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
傍
線
筆
者
）

　
引
用
部
分
の
並
線
部
の
登
場
人
物
は
全
て
『
宝
物
集
』
に
一
致
し
、
傍
線
部

の
叙
述
も
、
『
宝
物
集
』
に
き
わ
め
て
近
似
す
る
。
朝
光
の
莞
じ
た
日
が
『
宝
物

集
』
と
一
致
し
て
い
る
点
が
特
に
注
目
さ
れ
る
。
二
書
の
日
付
は
と
も
に
史
実

に
合
わ
な
い
の
で
あ
る
。
『
栄
花
物
語
』
で
は
、
朝
光
の
亮
日
は
「
三
月
廿
日
」

と
な
っ
て
お
り
、
史
実
に
合
致
し
て
い
る
。
し
か
し
道
隆
の
莞
日
が
『
宝
物

集
』
で
は
「
四
月
七
日
」
と
な
っ
て
お
り
、
合
わ
ず
、
ま
た
一
巻
本
は
月
の
み

を
記
す
の
で
影
響
関
係
が
不
明
な
点
も
あ
る
が
、
総
じ
て
『
宝
物
集
』
の
長
徳

元
年
記
事
は
『
大
鏡
』
道
長
伝
を
直
接
の
典
拠
と
し
て
い
る
と
す
べ
き
で
あ
ろ

う
。
「
日
記
の
家
の
人
々
」
は
不
明
で
あ
る
が
、
典
拠
を
朧
化
さ
せ
る
虚
構
の
可

能
性
も
考
え
ら
れ
る
。

　
『
文
選
』
の
引
文
は
、
『
文
選
』
巻
十
六
、
志
、
哀
傷
に
お
け
る
陸
士
衡
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
注
6

「
歎
逝
賦
一
首
誓
序
」
に
拠
っ
て
い
る
（
「
何
狩
レ
晩
以
怨
レ
早
。
」
）
。
『
宝
物
集
』

に
は
『
文
選
』
の
出
典
注
記
が
も
う
一
箇
所
あ
る
。
人
間
八
苦
の
死
苦
の
条

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
マ

（
九
冊
本
一
一
五
頁
）
に
「
さ
れ
ば
、
文
撰
之
申
文
に
は
」
と
し
て
「
水
酒
々

日
度
　
人
再
々
行
暮
　
何
世
弗
絶
新
　
世
何
人
能
赦
」
と
い
う
一
節
を
挙
げ
て

い
る
。
実
は
こ
れ
も
「
歎
逝
賦
」
か
ら
の
引
用
で
あ
る
（
「
水
酒
酒
而
日
度
。
世

閲
／
人
而
為
レ
世
、
人
再
再
而
行
暮
。
人
何
世
弗
レ
新
、
世
何
人
之
能
故
。
」
、
「
歎

逝
賦
」
は
『
十
訓
抄
』
第
九
－
七
に
も
引
か
れ
て
い
る
。
）
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
注
7

　
和
歌
五
首
の
引
用
は
、
小
泉
弘
氏
の
言
わ
れ
た
「
五
首
一
群
」
の
証
歌
で
あ

る
。
こ
れ
ら
の
和
歌
は
「
生
死
無
常
の
こ
と
は
り
」
の
例
証
と
し
て
引
か
れ
て

い
る
よ
う
で
あ
る
。
鵠
番
歌
は
『
拾
遺
抄
』
巻
十
雑
下
兜
番
歌
（
『
新
編
国
歌
大

観
』
の
歌
番
号
。
以
下
同
様
。
）
で
あ
る
が
、
馳
『
為
頼
集
』
（
2
5
番
歌
）
．
『
後
十

五
番
歌
合
』
（
三
番
右
、
5
番
歌
）
・
『
公
任
集
』
（
㎜
番
歌
）
　
・
『
和
漢
朗
詠

集
』
巻
下
、
懐
旧
（
㎜
番
歌
）
・
『
玄
々
集
』
（
6
1
番
歌
）
・
『
和
歌
色
葉
』
上

・
『
撰
集
抄
』
巻
八
－
一
〇
（
公
任
の
作
）
に
も
出
る
。
『
拾
遺
集
』
で
は
、
巻

二
十
哀
傷
鵬
番
歌
で
あ
る
。
こ
れ
は
公
任
と
の
贈
答
に
な
っ
て
い
る
が
、
『
宝

物
集
』
　
一
巻
本
で
は
「
兼
輔
之
中
納
言
」
の
歌
に
な
っ
て
お
り
、
棚
番
歌
の
小

大
君
歌
と
の
組
み
合
わ
せ
の
贈
答
に
な
っ
て
い
る
。
（
一
巻
本
は
鵬
・
脳
番
歌

の
み
を
挙
げ
る
。
）
こ
れ
は
『
為
頼
集
』
『
栄
花
物
語
』
（
巻
四
「
み
は
て
ぬ
ゆ

め
」
）
『
古
本
説
話
集
』
『
世
継
物
語
』
が
為
頼
と
小
大
君
の
贈
答
の
形
に
な
っ
て

お
り
、
一
巻
本
は
こ
の
よ
う
な
先
行
和
歌
説
話
に
取
材
し
た
た
め
で
あ
る
ら
し

購
ま
た
・
馨
歌
は
以
上
の
爬
『
続
詞
歌
集
』
巻
＋
八
雑
下
・
響
歌
（
小

大
君
歌
）
・
『
小
町
集
』
8
1
番
歌
・
『
後
葉
集
』
娚
番
歌
（
小
大
君
歌
）
　
．

『
新
時
代
不
同
歌
合
』
二
十
番
左
田
番
歌
（
小
大
君
歌
）
で
あ
る
。
『
新
古
今

集
』
巻
八
哀
傷
に
小
野
小
町
の
歌
と
し
て
載
る
（
脚
番
歌
）
。
錨
番
歌
は
『
続
詞

花
集
』
巻
十
八
雑
下
、
鵬
番
歌
で
あ
る
。
作
者
は
賀
茂
成
保
で
あ
る
。
鵬
番
歌

は
『
新
勅
撰
集
』
巻
十
八
、
雑
三
關
番
歌
。
『
中
古
六
歌
仙
』
（
蹴
番
歌
）
等
に

も
載
る
（
下
句
は
い
ず
れ
も
「
い
で
て
な
が
め
し
人
も
い
づ
ら
は
」
。
）
。
ま
た
脚

番
歌
は
、
出
典
不
明
で
あ
り
、
『
宝
物
集
』
諸
本
に
の
み
み
え
る
歌
で
あ
る
。
以

上
の
五
首
の
他
、
元
禄
本
は
他
に
「
故
郷
ノ
庭
ハ
木
葉
二
色
替
テ
カ
ハ
ラ
ヌ
松
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『宝物集』注釈のための試解（二）

ゾ
緑
ナ
リ
ケ
ル
」
（
惟
宗
広
言
）
「
見
過
シ
同
ジ
浮
世
ノ
夢
ナ
レ
バ
問
ニ
ツ
ケ
ラ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
注
9

テ
ゾ
我
モ
悲
キ
」
（
平
親
宗
）
の
二
首
を
加
え
る
。

　
次
節
の
安
元
元
年
記
事
は
、
こ
の
節
の
記
事
と
「
連
の
も
の
だ
が
、
次
稿
に

譲
る
。

注

注
1
　
一
巻
本
の
引
用
は
、
小
泉
弘
氏
「
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
『
賓
物
集
』
翻
刻
」
（
「
国
学
院

　
　
女
子
短
期
大
学
紀
要
」
6
、
昭
和
6
3
年
3
月
）
に
よ
り
、
古
典
保
存
会
の
複
製
本
（
昭

　
　
和
4
年
）
を
参
照
し
た
。

注
2
　
『
日
本
紀
略
』
の
引
用
は
『
新
訂
増
補
国
史
大
系
』
第
十
一
巻
（
昭
和
4
0
年
　
吉
川

　
　
弘
文
館
）
に
よ
っ
た
。
送
り
が
な
は
私
に
付
し
た
。

注
3
　
朝
光
は
三
月
二
十
日
に
、
道
隆
は
四
月
十
日
に
亮
じ
た
と
さ
れ
る
（
『
公
卿
補
任
』

　
　
『
日
本
紀
略
』
『
栄
花
物
語
』
等
。
）
。

注
4
尾
崎
氏
（
「
宝
物
集
」
一
巻
本
の
一
考
察
i
栄
花
物
語
と
の
比
較
を
中
心
に
し
て

　
　
ー
」
（
「
防
衛
大
学
紀
要
」
2
8
輯
、
昭
和
4
9
年
3
月
）
。

注
5
　
『
大
鏡
』
の
引
用
は
、
新
潮
日
本
古
典
集
成
に
よ
っ
た
。

注
6
　
『
文
選
』
の
引
用
は
全
釈
漢
文
大
系
『
文
選
』
（
文
章
編
）
二
（
昭
和
4
9
年
　
集
英

　
　
社
）
に
よ
っ
た
。
な
お
、
出
典
の
探
索
に
際
し
、
森
晴
彦
氏
の
御
教
示
を
得
た
。

注
7
　
小
泉
氏
『
古
紗
本
寳
物
集
研
究
篇
』
（
〈
貴
重
古
典
籍
叢
刊
8
＞
昭
和
4
8
年
　
角
川

　
　
書
店
）
。

注
8
　
例
え
ば
『
栄
花
物
語
』
（
巻
四
「
み
は
て
ぬ
ゆ
め
」
に
、
「
世
中
の
あ
は
れ
に
は
か
な

　
　
き
こ
と
を
摂
津
守
為
頼
朝
臣
と
い
ふ
人
「
世
中
に
あ
ら
ま
し
か
ば
と
思
ふ
人
な
き
は

　
　
多
く
も
な
り
に
け
る
か
な
。
」
こ
れ
を
き
Σ
て
春
宮
の
女
蔵
人
小
大
君
、
返
、
あ
る
は

　
　
な
く
な
き
は
数
そ
ふ
世
中
に
あ
は
れ
い
つ
ま
で
も
あ
ら
ん
と
す
ら
ん
。
」
と
そ
。
」
（
岩

　
　
波
日
本
古
典
文
学
大
系
本
上
巻
）
と
あ
る
。
『
古
本
説
話
集
』
上
・
『
世
継
物
語
』
も

　
　
近
似
の
詞
章
で
あ
る
が
、
『
栄
花
物
語
』
以
外
の
書
に
所
収
の
小
大
君
歌
は
歌
句
に
異

　
　
文
が
み
ら
れ
る
（
「
あ
は
れ
い
つ
ま
で
ふ
べ
き
我
身
ぞ
」
『
古
本
説
話
集
』
）
「
哀
い
つ

　
　
れ
の
日
ま
て
歎
か
ん
」
（
『
世
継
物
語
』
）
。
『
為
頼
集
』
（
2
6
番
歌
）
は
「
あ
は
れ
い
つ
ま

　
　
で
い
き
ん
と
す
ら
ん
」
。
）
。
し
か
し
、
一
巻
本
は
「
為
頼
」
の
名
が
「
兼
輔
」
に
な
っ

　
　
て
お
り
、
直
接
こ
れ
ら
の
作
品
か
ら
取
材
し
た
と
は
思
わ
れ
な
い
。
為
頼
は
兼
輔
の

　
　
孫
で
あ
り
、
一
巻
本
は
人
名
を
誤
っ
て
記
し
て
い
る
か
。
近
時
、
黒
田
彰
子
氏
は
和

　
　
歌
を
中
心
に
、
一
巻
本
の
『
栄
花
物
語
』
依
拠
に
つ
い
て
、
「
一
巻
本
の
拠
っ
た
」
『
栄

　
　
花
物
語
』
は
特
定
で
き
ず
、
正
確
な
書
承
性
を
認
め
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
（
「
宝
物

　
　
集
の
和
歌
ー
上
　
出
典
を
め
ぐ
っ
て
ー
」
「
国
語
国
文
」
第
六
十
二
巻
第
六
号
、
平
成

　
　
5
年
6
月
）
と
述
べ
て
お
ら
れ
る
。

注
9
　
「
故
郷
ノ
」
歌
は
『
千
載
集
』
巻
五
秋
下
粥
番
に
出
る
。
「
見
過
シ
」
歌
は
『
玉
葉

　
　
集
』
巻
十
七
（
雑
四
）
闘
番
歌
で
あ
る
が
、
作
者
は
「
権
中
納
言
重
家
」
と
な
っ
て
い

　
　
る
。
と
も
に
出
典
と
目
さ
れ
る
歌
集
の
歌
と
は
弱
干
の
句
の
異
同
が
あ
る
。

（
や
ま
し
た

て
つ
ろ
う
・
本
学
博
士
前
期
課
程
修
了

　
　
　
　
本
学
政
治
経
済
学
部
兼
任
講
師
）
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